
議事録 

第二回 令和 4年度 学校運営協議会（発信者ごとの要点記録） 

日時：令和４年 7月 25日（月）10時 00分～11時 10分 

場所：西東京市立田無第二中学校  

出席：折田 和文委員（会長）、真鍋 五十鈴委員（副会長）、永井 昌史委員、 

本間 孝子委員、三城 明子委員、矢野 尊久委員、南川 広幸委員 

欠席：澤頭 千恵委員、蕪尾 はるみ委員、勇 昇一委員 

・委員 10名中７名の出席により本会議は成立 

・次第１ 校長挨拶 

     第一回協議会議事録の確認後、承認 

・次第２ 学校評価計画表説明 

学校長より、学校評価計画の概要説明 

・今年度は教員が経営方針に沿った目標を考えた。そして、教員自ら評価する形をとっ 

 ている。 

・情報活用能力についてだが、昨年度からタブレットを使用している。ただ使うだけで 

はなく情報活用能力の育成モデルを明確化し、育成・評価していく。より良いものを

選択し学習に役立てていく。 

・努力目標としては、個別最適化された学習と共同的な学習の両立を目指し評価する

ことになっている。 

・ファシリテーターを育成については、子供たちが主体的に学習について話し合うこ

とで、ゴールに向けてより良い結論に導けるようにさせたい。 

・心と体の健康について。いじめや虐待への速やかな対応や生徒の悩みや意見を充分

に聞くことに力を注いでいきたい。 

・地域連携に関して：教職員にアンケートを取るなどして考えていきたい。 

・業務改善では細かい掃除から始まり、教職員の机上フラット化を徹底し、職員室が使

い易くなったと評価してもらうように努力している。 

・次第３ 一学期の学校状況の説明 

・コロナ感染が心配だが学級閉鎖もなかったため、体育館で 3 年振りに対面で終業式

を開催することができた。 

・本校は比較的に感染状況の拡大はなかった。 

・道徳授業地区公開講座を開催することができた。 

・現在のところ、特に問題ない状況と認識している。 

・修学旅行は京都及び奈良方面で 9 月初旬に予定しているが、今後の国レベルでの行

動制限により状況は変わる可能性を危惧している。 

 

 



・会長：本校の部活動の地域移行はどうなっているのか。 

 学校長：部活動の地域移行を今後進めていく方針である。本校には 13の部活がある。

部活動指導員とは、教員の代行として指導をすべて行うことができ顧問会に

も出席できる。地域協力者はあくまでも協力者であって、教員と共に指導を行

い単独では行えない。部活動指導員は 3 名で、非常勤の公務員として給料や

交通費が支給される。 

現在、野球部員は 4 人だけで、廃部は適切ではないと考える。単独で存在し

ているのはひばり中と青嵐中だけ。硬式テニス部に専門の指導員がいること

が望ましい。手芸部の顧問は家庭科の家庭科の講師がいるが、専門ではないの

で地域で特技をお持ちの方が指導してくれることに期待したい。 

  

・会長：具体的には地域協力者はどうやって募集するのか。またどこが母体でやれるの

か。 

 学校長：学校で校長が面接し役所から許可を得て採用する流れになる。適切な人をご存

じならば紹介してほしい。 

・会長：先生方の部活動における働き方改革について説明してほしい。 

 学校長：中学の場合は最終的に地域移行にしていくことが流れだと考えているが、具体

的にはまだ決まっていないようだ。 

     土日休日の部活動に関して先に地域移行が進んでいる 

 副会長：保護者から意見はあるのか。 

 学校長：10人いれば 10人の保護者のイメージがある。もっと活動してほしい人もい

れば、土日毎週は多すぎるとかの意見があるので、この問題は中庸が難しい。 

 委員Ｈ：この件に関して、国がお金をかけてくれるのか。 

 会長：名古屋市では 4億円計上している。そのくらいの予算計上がないと難しい。  

・次第４「学校応援団」としての地域協働活動への提案とご相談 

・5月 30日協議会内容について 

 学校長：地域の方のご協力のおかげで瞬く間に 2 つのことができた。ありがとうござ

いました。今後のお願いしたいメインは職業についての学習で、訪問先は近隣

市内事業所 24箇所必要です。 

 会長：商店街で２箇所だけ協力できると回答があった。まだ間に合いますか。 

 学校長：よろしくお願い致します。 

 会長 ：依頼文を回します。興味があるという協力先がでるかもしれない。 

 学校長：今のところ、２店舗ということですね。 

 会長：FM西東京とはどうか。 

 委員 ：大丈夫だと思う。 

 学校長：ありがとうございます。 



    校舎内、または昇降口のペンキ塗りのためのゲストティーチャーとして、ペンキ

を塗る技術教えてもらう。学校の予算で材料を買い、技術室で指導してもらう。

という取り組みも考えている。日程は、まだ未定。 

 10：52 委員退席 

 副会長：３学期でもいいのか。 

 学校長：はい。材料を安く仕入れて、技術指導をしてくれれば大丈夫です。 

 委員 ：幼稚園の父兄に塗装業の人がいる。 

 学校長：会長の候補を第一として、その候補が難しかったら次に委員Ｈの候補で 

お願いしたい。 

 委員 ：３学期は寒いが乾燥しているので乾きやすい。 

 

・不登校対策について 

 学校長：コロナのこともあり、現在保健室登校はさせていません。しかし、一時間程度

勉強して帰宅はできないかと相談を受けることもある。そういった相談を受

け入れるためにも、地域の方に 10時～11時ぐらいに来ていただけるとあり

がたい。 

 委員 ：部屋はあるのか。 

 学校長：相談室がある。5人程度なら入る。明保中学校ではそういう子どもたちの居場

所づくりに有効的な対策を行っている。不登校の生徒の中にはスキップは行

きつらいと言っている生徒もいる。 

 

・谷戸まつりについて 

 会長：谷戸まつりありがとうございました。 

 委員 ：谷戸まつりでは中学生ボランティアが積極的にやってくれてすごかった。あり

がとうございます。 

・同窓会について 

 学校長：今年度、玄関の植えられるスペースに元々あった木の根っこをとって、桜を植 

えてもらった。 

 副会長：同窓会は日常的な活動はしていないのか。 

 学校長：日常的な活動はしていない。愛校心についてかたってもらう活動は予定してい

る。 

次回の会議は９月 13日（火）１４時３０分からを予定している。 

詳細は改めて通知する。 

会議録は、作成後に改めて確認していただき正式決定とする。 

以上で第２回 西東京市立田無第二中学校運営協議会を終了する。 

 


